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The Structure of 5 Stories as the Beginning of the New 















の巻頭の 5 編の物語をテキストとした。 
 





                                                  
1大林（1979）によれば、かかる知見は、『Folclor Literar』（1967 年出版）に収納されたポッ
プの論文「Metode noi in cercetarea structurii basmelor」で示されており、かかる知見に関して
はこれが初出であるのだが、筆者はこの論文を入手することができなかった。その代わりに、
筆者は、昔話「兵士としての少女」に関する当該箇所が引用された Pop（1990）を参照した。 
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や交差対句（森 2007、村井 2009：65-95）が頻用されることが知られている。 
11大喜多（2017）での異郷訪問譚の定義は勝俣（2009）に基づいている。 
12大喜多（2016）における異郷訪問譚の定義も、これと同一である。 
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本稿においても、上述の裏返し構造の特徴である A および B の特徴を「裏返し構造の特徴」
と呼ぶこととする。また、本稿におけるテキストに、かかる裏返し構造の特徴を照合するこ
とにより、A および B の双方の特徴が当てはまる場合、この構造を「裏返し構造」と呼ぶこ
ととする。 
 






物語Ⅰ：「創世記」1 章 1 節～2 章 3 節 
物語Ⅱ：「創世記」2 章 4 節～3 章 24 節 
物語Ⅲ：「創世記」4 章 1 節～4 章 16 節 
物語Ⅳ：「創世記」6 章 11 節～9 章 19 節 










北海道言語文化研究                                       北海道言語研究会 









物語   異郷訪問譚18  裏返し構造19 
物語Ⅰ：   ×      × 
物語Ⅱ：   ×      〇 
物語Ⅲ：   ×      〇 
物語Ⅳ：   〇      〇 

















新約聖書は、合計 409 ページ23からなっており、27 巻で構成されている。本稿でテキスト
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とする「マタイによる福音書」は、27 巻の内の第 1 巻目である。また、本稿で扱う範囲は、
新約聖書の 1 ページから 4 ページとする24。なお、本稿のテキストを「マタイによる福音書」
とし、かつ、本稿で扱う範囲を上述のように定めた理由は、大喜多（2017）でのテキストを
旧約聖書の第 1 巻目である「創世記」の冒頭に配置された物語としたのと同様、ひとえに、
新約聖書の第 1 巻目であり、かつ、冒頭に配置された一連の物語であることによる25。 





物語①：「マタイによる福音書」1 章 18 節～1 章 25 節 
物語②：「マタイによる福音書」2 章 1 節～2 章 23 節 
物語③：「マタイによる福音書」3 章 1 節～3 章 17 節 
物語④：「マタイによる福音書」4 章 1 節～4 章 11 節 











6.1.  「イエス誕生」物語 











合と同様に、系図が記された箇所である 1 章 1 節～1 章 17 節を、物語とみなさないこととし、
本稿における検証の範囲としないこととする。なお、記載された「章」および「節」は日本
聖書協会（1989）によるものである。 
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7.2.  「エジプト訪問」物語 
 本節では、物語②に対して、異郷訪問譚の特徴①から④を当てはめ、当該物語が異郷訪問
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物語   特徴①  特徴②  特徴③  特徴④  異郷訪問譚かの判別   
物語①   ×    ×    ×    ×   異郷訪問譚とは言えない 
物語②   〇    〇    ×    〇   異郷訪問譚的性質がある 
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物語③   ×    ×    ×    ×   異郷訪問譚とは言えない 
物語④   〇    〇    〇    〇   異郷訪問譚である 



























（１）御霊・天使とイエス  ⇔   （７）御霊・天使とイエス  
   御霊に導かれるイエス        天使を治めるイエス 
   ↓                 ↑ 
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（２）悪魔とイエス     ⇔   （６）悪魔とイエス  
   イエスを訪問する悪魔        イエスを離れ去る悪魔 
   ↓                 ↑ 
（３）試練         ⇔   （５）試練  
   荒野での試練            栄華の試練 
   ↓                 ↑ 
（４）試練  





















 以上を、裏返し構造の特徴 A と照合する。物語④の「後半」要素に相当する（７）、（６）、
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8.2.  形式①に関する検証 
本節では、形式①に属する物語である、物語①、物語③、物語⑤について、上述 8.1.節で
の手法と同様の手法による検証を行うこととする。 





（１）結婚         ⇔   （４）結婚  
   取り消しを検討           受忍による成立 
   ↓                 ↑ 
（２）誕生の告知      ⇔   （３）誕生の告知  
   天使（人間ではない）の告知     預言者（人間）の告知 
   現実                将来 
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     （２）        （３）            
告知対象 ヨセフ        不特定 
告知者  天使（人間ではない） 預言者（人間である） 
命名   イエス（実名）    インマヌエル（実名ではない） 
経緯   聖霊による      聖霊によると書かれていない 






かかる点は特徴 B と合致すると言える。よって、物語①は、特徴 A と B の双方の特徴を備
えているので裏返し構造である。 





（１）発声と神の受容    ⇔   （６）発声と神の受容  
   ヨハネ（人間）の発声        天（人間ではない）からの発声 
   神の心に適わない人々        神の心に適うイエス 
   ↓                 ↑ 
（２）ヨハネの洗礼     ⇔   （５）ヨハネの洗礼  
   積極的               消極的 
   人々への洗礼            イエスへの洗礼 
   ↓                 ↑ 
（３）ヨハネの立場     ⇔   （４）ヨハネの立場  
   権威的               従属的 
              → 
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徴 A と B の双方の特徴と合致するので裏返し構造である。 





（１）境遇         ⇔   （６）境遇  
   避難による移動           夥しい群衆が来訪 
   危機                歓迎 
   ↓                 ↑ 
（２）宣教         ⇔   （５）宣教  
   開始                成果 
   ↓                 ↑ 
（３）ガリラヤ湖畔での伝道 ⇔   （４）ガリラヤ湖畔での伝道  
   網を打つ兄弟            網を繕う兄弟 
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える。以上より、物語③は、特徴 A と B の双方の特徴に当てはまると言えるので裏返し構造
である。 
8.3.  形式②に関する検証 





（１）ヨセフ一家の居住   ⇔   （６）ヨセフ一家の居住  
   ベツレヘムに滞在          ナザレに居住 
   ↓                 ↑ 
（２）不安         ⇔   （５）不安  
   ヘロデ王とエルサレムの人々     ヨセフ一家 
   ユダヤの王の誕生          アケラオ王の襲来 
   ↓                 ↑ 
（３）ヘロデ王による殺害  ⇔   （４）ヘロデ王による殺害  
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   イエスを殺害できない        子どもたちが殺害される 
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と（５）、（３）と（４）が、各々対応している。よって、この点については特徴 B に当て
はまると言える。以上の点から、物語②は、特徴 A と B の双方の特徴に合致するので裏返し
構造である。 
8.4.  小括 
以上、8.1 節から 8.3.節で得られた知見をまとめれば次のようになる。 
 
形式                  物語  裏返し構造か否か58 
形式①（異郷訪問譚とは言えない）    物語①    〇 
                    物語③    〇 
                    物語⑤    〇 
形式②（異郷訪問譚的な性質を持つ）   物語②    〇 
























                                                  
58当該物語が裏返し構造である場合「〇」、裏返し構造とは言えない場合「×」の記号を付け
ることとする。 
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59本稿で検証した、異郷訪問譚と言えない、あるいは、純然たる異郷訪問譚とは言えない物
語の事例数は、合計 4 例である。 
60当該仮説が他のユダヤ文芸でも当てはまるかの検証も、今後行いたいと思っている。 
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